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ルの NGO が主催したピープルズサミット（15〜23 日）
など、実に多くの会合が開催された。これらの一連の会合
には、政府代表や NGO など、191 ヶ国（188 ヶ国＋３オ
ブザーバー）から約 45,000 人が参加し、リオ＋ 20 は、国
連史上最大の会議になった。
　本会議では、成果文書“The Future We Want（我々が
望む未来）”が採択された。本成果文書には、グリーン経
済の推進や 2015 年が最終年である MDGs（Millennium 
Development Goals：ミレニアム開発目標）の後継に SDGs
（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）


























● 日本のユースによるシンポジウム（６月 15 日午前）
● ESD as a Driver of Change towards a Green Economy
（６月15日午後）
● インドの Centre for Environment Education（CEE）
主催によるサイドイベントに招待参加し、“Understand-
ing ESD and its role in fostering a Green Economy”の
テーマで発表。
● 筆者が主催者（持続可能な開発のための教育の 10 年推
進会議〈ESD-J〉）として、サイドイベント“Message 
from Asian NGO Network on ESD（ANNE）: Role of 
NGOs in Empowering the Local Community for Sus-
tainable Development”（６月 18 日午前）を開催。
● 台湾の Environmental Quality Protection Foundation 
主催によるサイドイベント“Forest, Livelihoods, and 
Green Economy, and Focuses on Environmental Educa-
tion”（６月 18 日午後）に招待参加し、“The movement 





ンダ 21」の採択、また気候変動枠組条約や生物多様性条約の署名など、地球環境保護や SD（Sustainable Development：
持続可能な開発）の方向性に大きな影響を与えた。それから 20 年が経った 2012 年 6 月、同地で「リオ＋20」が開催され、
約 190ヶ国・地域から、100人ほどの首脳を含む約 45,000 人が参加した。本稿では「リオ＋20」の概要と成果について
報告する。
本会議の様子。撮影：阿部治。
